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田上報告・3］
掩蔽観醐報告
Reports　of　Occultations．

［Tanakarni　Report，　3．

　下記の観測は第一観測室の口樫16糎反射鏡に，倍率×60を用ぴて行ったもの

である．時刻は全て日本中央標準時による．The　following　observations　were

made　with．the　16CM　EIIison　reflector，　using　the　magnification　of　×60．

Time　in　Japanese　Central　Standard　Tjme．

　年月日
　　（Date）

1941年2月1日

　　　3月4日

　　　4月2日

　　　　11

　　　4月3日

　　　5月30日ce

　　　6月1日

　　　6月30目

　　　8月28日

　　　10月24日

　　　10月28日

1942年1月21目

　　　11月12日

　　　11月23日

　　　12月12日

　　　星
　　（Star）

B．D．＋　2080　（6．6）

BD．＋130563　（8．4）

B．D．十160657　，　（7．2）

B．D．十160664　（7．7）

B．D．十17e979　（7．5）

B．D．＋　1501689　（85）

o　Leonis　（3．8）

BD．十　402426（8．5）

B．D．一　1304107　（7．9）

B．D．　一　1804586　（7．3）

BD．　一　1206026　（68）

B．D．一　206067　（8．7）

B．D．一　2005267　（8．9）

　Aldebaran　（1．1）

B．D．　＝　1406e47　（6．5）

潜入襯潮
（lmmersion）
　h　　m　　s
20　18　49．6

21　32　14．3

18　46　39．6

21　Ol　39．1

22　14　28．2

20　27　28．9

22　19　57．1

20　20　28．2

18　54　45．5

18　57　20．3

22　17　29．1

19　17　02．1

17　43　47．9

22　16　30．2

19　24　25．5

　de倉敷天文璽にてAt．Kurasiki　Observatory，31cm　Refl．，　x　120．

　　　　　　　　（Long．　一8h55m5．2g，　Lat．　十34e35’33”，　Alt．　7m）

1942年12月15日　　　　山本一清lssei　Yamamoto．
　　　　　　　　　　　　　　田上天丈壷（滋賀縣栗太郡上田上村）

　　　　　　　Tanakami　Observatory（Ka血i・Tanakami，　Siga・ken）
　　　　　Long．　一135059’21”（一9hO3m57．4s），　Lat．＋34058’18’r，　Alt．165m．

　寡三分の會費部費を至急に二二込み下さV・（なほ誌面の都合上，今後，

領牧濟芳名は誌上に揚げす，全て直接に領牧書をお邊クいたします）．

　　　　魯　　費は　　年額4圓80饅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（合せて年額7圓20銭）
　　　　観測部費は　　年額2圓40銭

　　御途金は　滋賀縣堅田局麗内　東亜天文協魯（振替：大阪56765）へ


